
令和 6年度 
 

日本小動物獣医学会（東北地区） 
 

 

日 本 小 動 物 獣 医 学 会 学 会 長   佐藤 れえ子 

 

日本小動物獣医学会東北地区学会長   岡野  昇三 

 

 

１ 開     会 ９：００ 

２ 東北地区学会長挨拶 ９：００ 

３ 日本学会長挨拶 ９：０５ 

４ 褒賞（奨励賞） ９：１０ 

５ 講 演（午前） ９：２０ 

６ ランチョンセミナー １２：１０ 

７ 講 演（午後） １３：００ 

８ 閉     会 １５：５０ 

 

 

 

 

 

＜講演・質疑討論要領＞ 

  １ 講演時間は８分、質疑討論は２分以内とし、時間は厳守して下さい。 

 ２ 演者は、発表の 10分前までに次演者席にお着き下さい。 

 ３ 質疑は、必ず氏名・所属機関を述べてから発言して下さい。 

 ４ 質疑討論の進行は、座長に一任されていますので従ってください 

 



令和６年度日本小動物獣医学会（東北地区）プログラム 

 

 

座長：佐藤敏彦（さとう動物病院・岩手県） 

 

 

（9：20～9：30） 

１．口腔内悪性黒色腫を疑う犬の 2症例 

○中田朋孝１）、原田三智子１）、大関菜々子１）、アンジェリン テー２） 

（１）ぽらべあ動物病院・宮城県、２）アイデックスラボラトリーズ㈱） 

 

 

（9：30～9：40） 

２．術後リン酸トセラニブとマイタケエキス粉末により QOL が維持できた猫の舌扁平

上皮癌の１例 

◯土田靖彦１）、朴 天鎬２） 

（１）ごり動物病院・青森県、２）北里大・獣医病理学） 

 

 

（9：40～9：50） 

３．猫口腔内扁平上皮癌に対する局所的化学療法の 1例 

○東保吉乃助、平野直樹、栗田晟那、佐藤龍太郎、本間啓太、栗田 徹 
（天童動物病院・山形県） 

 

 

（9：50～10：00） 

４．猫の歯頚部吸収病巣を疑う症例への治療の検討 

〇嶋 拓也 
（しま動物病院・福島県） 

 

 

休憩（10：00～10：10） 

 

座長：安藤  太（那智が丘アン・ペットクリニック・宮城県） 

 

 

（10：10～10：20） 

５．小型犬に発症した後天性喉頭麻痺の２例 

◯白石 圭、小松 亮、小松奈津貴、佐藤泰紀、坂由希、矢谷仁人、辰巳友翼 
（あきたこまつ動物病院・秋田県） 



（10：20～10：30） 

６．超音波による犬の気管チューブサイズの予測について 

〇竹原律郎 
（ふれあい動物病院・青森県） 

 

 

（10：30～10：40） 

７．イヌの永久気管切開症例 1例における術後管理の考察 

〇米谷拓己１）、田島一樹１）、前田賢一２）、大高裕也１)、金井一享１) 
（１）北里大・小動物第２内科、２）北里大・小動物第２外科） 

 

 

座長：木村  理（すずかわ犬猫病院・山形県） 

 

 

（10：40～10：50） 

８．犬の大動脈体腫瘍の 15例の診断と経過と治療に関する考察 

〇田口大介１）、２）、信貴智子１）、國久 要２）、町田 登３） 

（１）グリーン動物病院・岩手県、２）グリーン動物病院・青森県、３）農工大） 

 

 

（10：50～11：00） 

９．肺リンパ腫に伴う肺静脈狭窄症を呈した猫の一例 

○内田貴子１）、森田智也１）、泉谷宗蔵１）、宮本 良１）、中田浩平２） 

（１）岩大・小動物内科、２）岩大・小動物外科） 

 

 

（11：00～11：10） 

１０．線維素化膿性心膜炎の犬の１例 

〇信貴智子１）、田口大介１）、２）、國久 要２）、町田 登３） 

（１）グリーン動物病院・岩手県、２）グリーン動物病院・青森県、３）農工大） 

 

 

休憩（11：10～11：20） 

 

座長：布川  寧（北の杜動物病院・仙台市） 

 

 

 

 

 



（11：20～11：30） 

１１．特発性乳糜胸の治療中に気胸を呈した猫の 1例 

○泉谷宗蔵１）、星野有希１）、森田智也２）、藤原玲奈１）、小林沙織２）、宮本 良２）、 

北澤英樹３）、山﨑真大２） 

（１）岩大・動物病院、２）岩大・小動物内科、３）エルどうぶつクリニック・岩手県） 

 

 

（11：30～11：40） 

１２．経皮的にカテーテルを設置し胸水管理をした大型犬の一例 

○小野寺秀之１）、牧野靖央２） 

（１)オノデラ動物病院・宮城県、２）仙台獣医師会総合どうぶつ病院・仙台市） 

 

 

（11：40～11：50） 

１３．尿管バイパスシステム設置後､チューブが回腸から直腸まで迷入した猫の一例 

○山田朋世、南雲隆弘、星野有希、中田浩平、片山泰章 

（岩大・動物病院） 

 

 

座長：小野郁男（オノ動物病院・秋田県） 

 

 

（11：50～12：00） 

１４．尿路上皮癌が角膜実質内に転移した犬の一例 

○杉内美咲１）、田島一樹１）、安藤亮 2 )、岡田大輝１）、山下洋平１）、市川陽一郎１）、 

大髙裕也１）、金井一享１） 

（１）北里大・小動物第２内科、２）北里大・獣医病理） 

 

 

昼休み（12：00～13：00） 

 

 

 

ランチョンセミナー（12:10～13:00） 

テーマ：ペットの気になる５つの健康ニーズに対応する栄養を１つにまとめた、「マルチケア

栄養食」とは？ 

講  師：粂井未紀 先生 

協  賛：日本ヒルズ・コルゲート株式会社 



（13：00～13：10） 

１５．オオバタンの眼内に発生した虹彩毛様体腫瘍のため眼球摘出を実施した一例 

〇山下洋平１）３）、工藤 慈２）、杉内美咲３）、岡田大輝３）、大高裕也３）、田島一樹３）、 

金井一享３） 
（１）エビス動物病院・仙台市、２）仙台小鳥のクリニック・仙台市、 

３）北里大・小動物第２内科） 

 

 

（13：10～13：20） 

１６．犬 70頭 140眼の角膜知覚検査における回顧的研究 

◯高橋大樹、藤井裕介 
（上杉動物眼科クリニック・仙台市） 

 

 

 

座長：岡野昇三（北里大） 

 

 

（13：20～13：30） 

１７．環椎軸椎オーバーラッピングに対して環椎背側椎弓部分切除術を行った犬の一例 

〇矢谷仁人１)、小松 亮１)、小松奈津貴１)、佐藤泰紀１)、坂由 希１)、白石 圭１)、 

辰巳友翼１)、中田浩平２） 

（１）あきたこまつ動物病院・秋田県、２）岩大・小動物外科） 

 

 

（13：30～13：40） 

１８．股関節脱臼に対するトグルピン法と関節外縫合糸設置術との短期予後の比較 

〇小林 雅、南雲隆弘、星野有希、中田浩平、片山泰章 
（岩大・動物病院） 

 

 

（13：40～13：50） 

１９．高齢犬で発生した両側性鼠径ヘルニアに対しポリプロピレンメッシュを用いて整復 

した一例 

○山口 喬 
（みたぞの動物病院・宮城県） 

 

 

 

 

 



休憩（13：50～14：00） 

 

座長：竹原律郎（ふれあい動物病院・青森県） 

 

 

（14：00～14：10） 

２０．前立腺癌において緩和的治療を腹腔鏡下で行った犬の 1例 

〇鈴木宏隆、入屋咲葉子、大堀文也、朴 永泰 
（手形山すずき動物病院・秋田県） 

 

 

（14：10～14：20） 

２１．盲腸原発組織球性肉腫および腹膜播種にニムスチンが奏効した犬の 1例 

○宮本 良１）、藤原玲奈２）、森田智也１）、小林沙織１）、泉谷宗蔵２）、山﨑真大１）、 

西部美奈子３） 

（１）岩大・小動物内科、２）岩大・動物病院、３）すご動物病院・岩手県） 

 

 

（14：20～14：30） 

２２．血便が改善しない免疫介在性溶血性貧血および血小板減少症の１例 

〇久保汐里、寺島美穂 
（そらいろ動物病院・福島県） 

 

 

座長：山﨑真大（岩大） 

 

 

（14：30～14：40） 

２３．デクスメデトミジンの静脈内投与方法による圧受容感度（BRS）の比較 

〇太田虎之介、木屋友馨、富永寿々菜、前田賢一、岩井聡美、岡野昇三 
（北里大・小動物第２外科） 

 

 

（14：40～14：50） 

２４．イヌにおけるアドレナリンおよびフェニレフリン経鼻投与が鼻粘膜の血流に及ぼす 

影響 

〇木屋友馨１）、太田虎之介１）、富永寿々菜１）、前田賢一１）、柿崎竹彦２）、和田成一２）、 

岩井聡美１）、岡野昇三１） 
（１）北里大・小動物第２外科、２）北里大・獣医放射線） 

（14：50～15：00） 



２５．イヌにおける尾側方向への腰椎硬膜外投与の適応と効果 

〇富永寿々菜１）、太田虎之介１）、木屋友馨１）、前田賢一１）、和田成一２）、岩井聡美１）、 

岡野昇三１） 

（１）北里大・小動物第２外科、２）北里大・獣医放射線） 

 

 

（15：00～15：10） 

２６．点眼催吐薬による催吐処置の有効性と安全性ついての検討 

○佐藤龍也 
（エスティー動物病院・福島県） 

 

 

休憩（15：10～15：20） 

 

座長：澤田浩気（ラビッツ動物病院・福島県） 

 

 

（15：20～15：30） 

２７．下垂体性矮小症が疑われた猫の 1例 

〇新島 亮１）、前田賢一２）、柿崎竹彦３）、亀島 聡４）、酒居幸生４） 

（１）北里大・動物病院、２）北里大・小動物第２外科、３）北里大・獣医放射線科、 
４）北里大・小動物第１内科） 

 

 

（15：30～15：40） 

２８．爬虫類の診療における CT検査の有用性 

◯栗田晟那、東保吉乃助、平野直樹、佐藤龍太郎、本間啓太、栗田 徹、霍野晋吉 
（天童動物病院・山形県） 

 

 

（15：40～15：50） 

２９．長期臨床経過を追ったライソゾーム病の犬の一例 

〇羽柴みさと１）、北澤英樹２）、大和 修３）、南雲隆弘１）、星野有希１）、片山泰章１）、 

中田浩平１） 

（１）岩大・小動物外科診療科、２）エルどうぶつクリニック・岩手県、 
３）鹿児島大・臨床病理） 

 

 

 


